
（58.7％）

源

財

存

依 自

（41.3％）

源

財

主

令和２年度

決算認定
全会一致

村税
15億1,007万円
27.8%

繰入金
3億6,562万円
6.7%

その他自主財源
2億3,132万円
4.3%

国庫支出金
14億0,013万円
25.8%

地方交付税
7億7,070万円
14.2%

村債（借入金）
4億5,960万円
8.5%

県支出金
2億3,953万円
4.4%

その他依存財源
3億1,166万円　5.8%

繰越金
1億3,554万円
2.5%

土木費
9億1,716万円
17.3%総務費

7億2,255万円
13.6%

教育費
5億2,166万円
9.9%

衛生費
4億2,331万円
8.0%

公債費
3億4,356万円
6.5%

災害復旧費
2億1,255万円
4.0%

農林水産業費
1億7,264万円　3.3%

消防費
1億6,492万円　3.1%

議会費　8,327万円　1.6%

商工費　1億3,225万円　2.5%

民生費
16億0,018万円
30.2%

歳出総額
52億9,405万円

歳入総額
54億2,417万円

①特別定額給付金･･･････5億9,467万円
②子育て世帯支援給付金････3,129万円
③商業関係支援協力金･･････2,812万円
④農林業関係支援金････････1,991万円
⑤小中学校施設改善・タブレット購入等
　　　　　　　････････････3,995万円
⑥災害対策物品購入････････1,521万円
⑦ワクチン接種事業･･････････425万円
⑧水道料金減免････････････1,765万円

令和２年度は新型コロナ対策として
各種事業が実施された。
主な内容は次のとおり

◆　一般会計決算の概要　◆

①村税の繰越未納額は、6,119万円と
昨年度より549万円減少している。
固定資産税等の不納欠損処理とし
て502万円が行われ、経年的な滞納
未済額の縮減も図られている。
②滞納者の中には相当の年数が経過
し固定化した債権もある事から、
新たな滞納者を増やさぬよう収納
実施計画を作り、公平・平等の原
則に則ってしっかりとした滞納額
縮減に努めること。

◆　監査委員審査意見　◆
改善点・要望点

億8,000万円新型コロナ対策に７
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大衡小学校自動水栓 平林会館サーモカメラ

９月定例会

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
の

13
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
教
育
長
の
選
任
同
意
１
件
、
教
育
委
員

の
選
任
同
意
１
件
、
条
例
改
正
５
件
、
契
約
変
更
１
件
、
令
和

３
年
度
補
正
予
算
８
件
、
報
告
３
件
、
令
和
２
年
度
各
種
会
計

決
算
認
定
７
件
の
全
26
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
意
見
書
１
件
が
発
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
13
Ｐ
か
ら
19

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

一般会計歳出
52億9,405万円
（前年度比２３％増）

歳入決算額会　計　別 歳出決算額

特
別
会
計

 4億7,254万円

 2億5,212万円

 6億6,371万円

4,577万円

5,734万円

 2億3,878万円

98万円

 4億5,364万円

 2億4,422万円

 6億4,160万円

4,346万円

5,604万円

 2億1,084万円

1,923万円

◎各種会計決算

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業
収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

7件

4件

11件

3億2,331万円

 　　　202万円

3億2,533万円

◎翌年度繰越内訳
土 　 木 　 費

教 　 育 　 費

　合　　　　計　

億8,000万円新型コロナ対策に７
新型コロナ感染対策
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大衡城青少年交流館

撤去前の権現橋

　
　
高
い
介
護
保
険
料
の
実
態
と

そ
の
理
由
は
。

　
　
保
険
料
の
基
準
月
額
は
７
千

円
で
県
内
一
高
い
。

　
居
宅
介
護
よ
り
施
設
入
所
者
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
る
た

め
。

　
　
介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

て
い
る
が
、
介
護
予
防
事
業
は
役

立
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
介
護
予
防
事
業
は
積
極
的
に

力
を
注
い
で
い
る
が
、
介
護
度
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
方
が
増
加
し

て
い
る
。

―

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
助
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

―

　
副
反
応
の
恐
れ
が
高
く
積
極

的
な
推
奨
は
控
え
、
村
で
は
希
望

さ
れ
る
中
学
１
年
生
を
対
象
に
助

成
し
て
い
る
。

―

　
コ
ロ
ナ
感
染
と
子
宮
頸
が
ん

で
の
死
亡
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

対
象
か
ら
外
れ
た
方
へ
の
接
種
を

で
き
な
い
か
。

―

　
必
要
に
応
じ
て
年
齢
の
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
交
流
館
の
利
用
実
績
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
た
め
使
用
休
止
も
あ

り
大
き
く
減
少
し
た
。
　

　
経
費
節
減
の
た
め
に
も
交
流
館

は
毎
日
開
館
で
な
く
、
利
用
申
し

込
み
時
に
開
館
す
る
な
ど
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
で
５
年
間
の
指

定
管
理
期
間
が
終
了
し
、
来
年
度

か
ら
新
た
な
契
約
更
新
に
な
る
の

で
、
今
後
の
管
理
運
営
を
再
検
討

し
た
い
。

―

　
大
瓜
下
地
区
の
権
現
橋
は
火

災
に
よ
り
、
橋
の
撤
去
が
さ
れ
た

が
、
経
費
は
。

―

　
村
管
理
の
橋
で
あ
り
、
村
負

担
の
撤
去
費
用
は
72
万
円
で
あ
る
。

―

　
地
区
住
民
か
ら
の
要
望
・
嘆

願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
今
後

権
現
橋
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

―

　
河
川
法
上
で
の
占
用
条
件
や

多
額
の
建
設
費
用
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
財
源
の
確
保
等
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

決算

質疑

介
護
保
険
事
業

答 問答 問

予
防
接
種
事
業

答 問答 問

大
衡
城
青
少
年
交
流
館

問

答

お金の
使いみちを

橋
梁
維
持
費

答 問答 問
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学校給食でのすっぽこ汁

佐野英俊委員長

―

　
委
託
料
が
大
幅
に
減
額
し
た

要
因
は
。

―

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
予
定
し
た
企
画
展
11
の
う
ち
、

２
つ
し
か
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

―

　
入
館
者
を
増
や
す
た
め
の
情

報
発
信
が
必
要
で
は
。

―

　
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
で
の
周

知
を
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
も
実
施
し
て
い
く
。

　
　
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
復

旧
費
の
全
容
は
。

　
　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
と

し
て
道
路
１
０
３
か
所
、
河
川
36

か
所
で
総
額
１
億
１
６
０
０
万
円
。

農
林
施
設
災
害
復
旧
と
し
て
総
額

１
億
６
４
０
万
円
で
あ
っ
た
。

―

　
給
食
の
単
価
と
食
材
と
し
て

の
地
場
産
品
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
使
わ
れ
て
い
る
か
。

―

　
１
食
当
た
り
小
学
校
２
５
０

円
、
中
学
校
３
０
０
円
を
目
安
に

し
て
い
る
。

　
農
協
を
通
し
て
、
米
、
ホ
ウ
レ

ン
草
、
ト
マ
ト
、
り
ん
ご
、
人
参

な
ど
を
納
入
し
て
い
る
。

―

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
生
徒

数
と
そ
の
対
応
は
。

―

　
小
学
校
で
10
名
、
中
学
校
で

２
名
の
対
象
者
が
い
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
詳
細
献
立
表
を
各

家
庭
に
配
布
し
て
、
対
象
児
童
生

徒
に
は
、
代
用
食
を
持
参
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

決 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　令和２年度各種会計決算審査のため、決算審査
特別委員会（委員長 佐野英俊・副委員長 遠藤昌
一）が11日間にわたり開かれました。
　特別委員会では課長などに質疑を行い、慎重審
議した結果「認定すべき」と決定し、９月13日の
本会議で議長に報告しました。

美
術
館
管
理

台
風
災
害
復
旧

学
校
給
食
の
現
状

答

答

問

答 問

問答 問答 問

認定すべきと決定 賛成10 反対０
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役場防災備蓄倉庫

ゆるキャラデビューのひら麻呂

―

　
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
り
、

お
披
露
目
が
で
き
な
い
状
況
で
は
。

―

　
郵
便
局
開
局
セ
レ
モ
ニ
ー
に

登
場
し
た
。
大
衡
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
。

―

　
税
法
上
、
５
年
の
時
効
が
経

過
し
た
不
納
欠
損
額
が
多
い
。
現

年
度
の
収
入
未
済
額
が
滞
納
繰
越

額
に
な
る
傾
向
を
、
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
。

―

　
新
規
の
滞
納
者
を
出
さ
な
い

と
の
方
針
で
縮
減
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

―

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
収
入

の
減
少
や
社
会
情
勢
も
考
え
、
納

税
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
望
ま

れ
る
が
。

―

　
徴
収
の
最
長
１
年
間
猶
予
制

度
や
、
分
納
の
方
法
を
説
明
し
、

負
担
な
く
納
税
で
き
る
よ
う
相
談

に
応
じ
て
い
く
。

　
　
寄
附
の
件
数
と
金
額
は
。

ま
た
、
返
礼
経
費
の
内
訳
は
。

　
　
件
数
は
３
２
１
件
で
寄
附
金

額
は
４
５
４
万
円
で
あ
る
。

　
経
費
は
返
礼
品
代
１
２
６
万
円
、

発
送
料
32
万
円
、
取
扱
い
手
数
料

67
万
円
で
、
合
計
２
２
５
万
円
で

あ
る
。

　
　
寄
附
金
の
充
当
事
業
４
件
の

内
訳
は
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
助
成
に
１
０

０
万
円
、
小
学
校
の
漢
字
検
定
に

９
万
円
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
９
９
０
万
円
、

ひ
ら
麻
呂
Ｐ
Ｒ
事
業
に
２
０
１
万

円
を
基
金
か
ら
充
当
し
た
。

　
　
寄
附
件
数
を
増
や
す
た
め
、

返
礼
品
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
魅
力
あ
る
返
礼
品
が
少
な
く
、

地
場
産
品
・
特
産
品
を
つ
く
る
た

め
、
住
民
、
企
業
、
村
と
一
体
と

な
り
開
発
し
て
い
る
。

　
　
災
害
対
策
用
備
蓄
品
購
入
の

内
訳
と
配
備
先
は
。

　
　
避
難
所
用
間
仕
切
り
、
雨
カ

ッ
パ
、
簡
易
食
器
セ
ッ
ト
、
胴
長

靴
、
救
急
箱
、
備
蓄
用
食
糧
等
で

あ
り
、
村
の
備
蓄
倉
庫
で
保
管
し

て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
昨
年
か

ら
防
災
訓
練
等
が
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
非
常
時
に
備
え
て
村
全
体

や
地
区
ご
と
の
訓
練
は
必
要
で
は
。

　
　
各
区
長
と
も
連
携
し
、
地
区

の
自
主
防
災
組
織
や
、
村
全
体
の

訓
練
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

―

　
購
入
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

グ
ッ
ズ
は
。

―

　
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ピ
ン
バ

ッ
ジ
・
Ｐ
Ｒ
用
は
っ
ぴ
で
あ
る
。

ひ
ら
麻
呂
着
ぐ
る
み
購
入

答 問

答 問

村
税
の
不
納
欠
損

答 問

答 問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

答 問答 問答 問

災
害
防
災
対
策

答 問

答 問
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助成制度で購入されたヤリスクロス

小型動力ポンプ付軽積載車（第８分団）

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
補
助
要
綱

を
改
正
し
た
が
、
申
請
の
実
績
は
。

　
　
補
助
対
象
を
水
素
自
動
車
、

電
気
自
動
車
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
に
限
定

し
た
が
、
申
請
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
１
台

だ
け
の
実
績
で
あ
っ
た
。

　
　
ま
だ
一
般
に
普
及
し
て
い
な

い
車
種
に
限
定
し
た
こ
と
が
実
態

と
か
け
離
れ
て
い
る
。
補
助
要
綱

の
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
脱
炭
素
策
と
し
て
国
の
施
策

で
も
あ
り
、
当
面
は
こ
の
要
綱
で

進
め
て
い
き
た
い
。

―
　
奨
励
金
50
万
円
の
詳
細
は
。

―

　
地
場
産
品
の
開
発
費
と
し
て

加
賀
屋
煎
餅
に
支
出
し
た
。
３
年

計
画
の
１
年
目
で
あ
る
。

―

　
い
ま
だ
に
成
果
が
み
え
な
い

状
況
だ
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

―

　
村
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
尚
絅
学
院
大
学
の
意
見
な
ど

を
取
り
入
れ
進
め
て
い
る
。

―

　
現
在
ま
で
小
型
軽
積
載
車
は

４
台
導
入
さ
れ
て
い
る
。
１
台
の

年
間
維
持
経
費
と
今
後
の
導
入
計

画
は
。

　
ま
た
、
条
例
変
更
に
よ
る
定
数

の
削
減
や
分
団
の
再
編
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

―

　
１
台
年
間
概
算
で
３
万
円
く

ら
い
で
あ
る
。
消
防
団
員
の
減
少

や
分
団
の
再
編
を
視
野
に
入
れ
、

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
導
入
を
考

え
て
い
く
。

　
　
補
助
14
件
の
車
種
ご

と
の
内
訳
は
。

　
　
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日

本（
株
）の
大
衡
工
場
生
産

車
両
が
６
台
、
岩
手
工
場

生
産
車
両
が
８
台
の
計
14

台
で
、
補
助
総
額
は
54
万

円
で
あ
る
。

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
の
新
た
な

補
助
制
度
で
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー

を
限
定
す
る
こ
と
は
住
民
の
視
点

か
ら
公
平
で
は
な
い
の
で
は
。

　
　
産
業
振
興
と
い
う
観
点
か
ら

村
内
企
業
の
自
動
車
購
入
を
助
成

対
象
と
し
た
。

　
環
境
対
策
と
し
て
の
低
公
害
車

購
入
助
成
制
度
と
合
わ
せ
て
、
よ

り
良
い
方
向
に
進
め
て
い
き
た
い
。

決 算 審 査
特別委員会

低
公
害
車
購
入
助
成

答 問答 問
地
場
産
品
奨
励
金

答 問答 問

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車

問

答

地
産
地
消︵
車
︶購
入
助
成

答 問

答 問

第190号（令和３年10月28日） おおひら議会だより （６）



食生活改善推進委員会の料理教室

業務多忙なコロナワクチン対策チーム

―

　
支
援
金
の
給
付
対
象
者
は
。

申
請
方
法
や
住
民
へ
の
周
知
方
法

は
。

―

　
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
の
資
格
者
が
対
象
で
あ
り
、

児
童
一
人
当
た
り
５
千
円
１
２
０

名
を
想
定
し
て
い
る
。

　
村
か
ら
該
当
者
に
医
療
費
助
成

口
座
に
振
り
込
む
の
で
申
請
は
不

要
で
あ
る
。

―

　
中
止
し
た
各
種
事
業
イ
ベ
ン

ト
の
減
額
し
た
予
算
を
コ
ロ
ナ
対

策
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
が
、

今
後
の
使
途
は
。

―

　
令
和
３
年
度
上
半
期
の
事
業

中
止
分
の
予
算
を
基
金
に
積
み
立

て
た
。
下
半
期
の
事
業
中
止
分
は

次
回
減
額
補
正
と
す
る
。

　
使
途
に
つ
い
て
は
、
基
金
積
立

に
す
る
か
別
途
事
業
に
充
当
す
る

か
検
討
す
る
。

―

　
民
生
委
員
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
友
の
会
・
食
生
活
改
善
推

進
委
員
会
の
運
営
費
補
助
金
が
事

業
休
止
等
に
よ
り
、
減
額
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。

―

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動

事
業
が
実
施
で
き
な
い
見
込
み
で

あ
り
、
繰
越
金
も
あ
る
た
め
運
営

に
支
障
が
な
い
こ
と
か
ら
減
額
し

た
。

―

　
協
力
金
の
対
象
事
業
者
と
申

請
手
続
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

―

　
８
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の

ま
ん
延
防
止
期
間
と
、
８
月
27
日

か
ら
９
月
12
日
ま
で
の
緊
急
事
態

宣
言
期
間
の
時
短
営
業
に
係
る
協

力
金
で
あ
る
。

　
村
内
で
該
当
す
る
事
業
者
は
９

件
の
飲
食
店
で
あ
り
、
該
当
者
に

は
早
急
に
協
力
金
の
支
給
を
し
て

い
き
た
い
。

　
な
お
、
９
月
13
日
か
ら
30
日
ま

で
の
分
は
改
め
て
追
加
補
正
す
る

予
定
。

―

　
時
間
外
勤
務
手
当
の
金
額
が

増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

―

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
対
策
チ
ー
ム
は
、
医
師
会

と
の
調
整
が
診
療
時
間
後
に
な
る

た
め
で
あ
る
。

―

　
他
の
補
助
団
体
へ
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

―

　
事
業
実
績
、
収
支
報
告
で
確

認
し
て
い
く
。

※写真撮影のためマスクをはずしております。

主

　

な

　

質

　

疑

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

答 問

コ
ロ
ナ
対
策
基
金
の
活
用

答 問

団
体
運
営
補
助
金

答 問

答 問

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
者
協
力
金

答 問

時
間
外
勤
務
手
当

答 問

第190号（令和３年10月28日）（９） おおひら議会だより

改修予定の大森樋ノ口ため池

補修予定の村道小沓掛楳田線

―

　
た
め
池
改
修
工
事
箇
所
は
ど

こ
か
。
ま
た
財
源
で
あ
る
基
金
の

詳
細
は
。

―

　
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

―

　
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
改

訂
す
る
も
の
。

　
国
の
特
別
交
付
税
で
対
応
し
、

将
来
に
向
け
て
の
優
先
度
を
決
め

て
い
く
。

―

　
改
良
工
事
の
路
線
は
。

―

　
尾
西
中
山
線
改
良
舗
装
工
事
、

海
老
沢
線
外
２
改
良
舗
装
工
事
、

小
沓
掛
楳
田
線
舗
装
補
修
工
事
で

あ
る
。

―

　
改
修
す
る
た
め
池
は
、

大
森
樋
ノ
口
た
め
池
と
奥
田

大
鮹
た
め
池
の
２
か
所
で
あ

る
。

　
財
源
は
田
園
文
化
創
造
基

金
か
ら
残
額
の
２
１
５
万
円

全
額
を
取
り
崩
し
て
工
事
費

に
充
て
る
。

◎各種会計補正額

た
め
池
改
修
工
事

主

　
な

　
質

　
疑

予 算 額補 正 額会 　 計 　 別

特
別
会
計

4,099万円

190万円

1,644万円

372万円

130万円

1,200万円

一 　 般 　 会 　 計

水道事業（資本的支出）

44億　　54万円

4億8,690万円

6億5,794万円

4,476万円

5,680万円

3,288万円

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢

補正
予算

令和３年度

答

問

公
共
施
設
管
理
計
画

答 問

道
路
改
良
工
事

答 問

９月定例会

第190号（令和３年10月28日） おおひら議会だより （８）



デマンド型交通試験運行車

―

　
運
行
方
式
を
当
初
予
定
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託

か
ら
村
直
営
に
方
針
変
更
し
た
理

由
は
。

 ―

　
当
初
は
委
託
す
る
予
定
で
説

明
し
て
い
た
が
、
経
費
等
を
検
討

し
た
結
果
、
７
月
に
委
託
よ
り
村

直
営
で
運
行
し
た
方
が
よ
い
と
決

定
し
た
。

―

　
利
用
者
人
数
や
利
用
時
間
帯
、

回
数
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

―

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
登
録

者
の
半
数
の
約
１
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
運
行
は
１
日
３
往
復
で
６
便
を

予
定
し
て
い
る
。

―

　
住
民
バ
ス
や
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
利
用
と
併
せ
て
、
住
民
の
移
動

手
段
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
６
か
月
間
の
試
験
運
行
状
況

を
見
な
が
ら
、
万
葉
バ
ス
の
運
行

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

タ
ク
シ
ー
券
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。

―
　
運
転
手
の
勤
務
体
制
や
報
酬

等
の
詳
細
は
。

―

　
運
転
手
は
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
２
名
を
雇
用
し
、
月
20

日
勤
務
を
予
定
。
報
酬
は
高
校
卒

程
度
の
月
額
14
万
円
位
を
予
定
し

て
い
る
。

―

　
運
転
手
採
用
の
年
齢
や
免
許

資
格
の
条
件
は
。

―

　
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
求
人
や
チ
ラ
シ
等
で
周
知

す
る
。
普
通
免
許
取
得
で
年
齢
制

限
は
な
い
が
、
運
転
経
歴
や
無
事

故
無
違
反
な
ど
適
格
者
を
採
用
し

て
い
き
た
い
。

―

　
年
度
途
中
か
ら
の
運
行
実
施

で
あ
る
が
「
見
切
り
発
車
」
に
な

ら
な
い
よ
う
、
今
後
の
利
用
状
況

等
を
判
断
し
て
、
本
格
運
行
は
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
い
。

―

　
試
験
運
行
の
結
果
に
よ
っ
て

は
運
行
時
刻
や
回
数
等
の
変
更
も

想
定
さ
れ
る
が
、
運
行
し
な
が
ら

改
善
し
、
本
格
運
行
に
向
け
進
め

て
い
く
。

事業の概要
○ドアツードア方式デマンド型交通10
月１日試験運行開始
○東西２地区に分け、週２回、上り３
便、下り３便、計６便の運行
○運賃は無料（ただし、初回登録料一
人1,000円）
○試験運行の主体は、村直営とする
○従事職員　２名は会計年度任用職員
（公募）
○人件費、車両リース料等運行経費
400万円

デマンド型交通は直営で試験運行

主

　な

　質

　疑

答 問

答 問答 問 答 問

答 問答 問

第２回臨時会
令和３年７月27日

全　員
協議会
令和３年
７月26日

第190号（令和３年10月28日）（11） おおひら議会だより

みんなで元気に（いきいきサロン）

―

　
委
託
契
約
し
、
直
営
で
の
高

齢
者
福
祉
事
業
は
何
が
残
る
の
か
。

―

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
事
業
等
で

あ
る
。

―

　
令
和
４
年
度
の※

債
務
負
担

行
為
限
度
額
補
正
予
算
２
２
０
０

万
円
の
業
務
内
容
ご
と
の
内
訳
は
。

―

　
委
託
業
務
予
定
の
令
和
２
年
、

３
年
度
に
お
け
る
各
事
業
の
当
初

予
算
合
計
額
で
積
算
し
た
。

―

　
委
託
す
る
業
務
の
契
約
締
結

ま
で
の
事
務
手
続
き
の
日
程
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

―

　
９
月
中
旬
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
公
募
受
付
を
開
始
し
、

10
月
中
に
審
査
、
11
月
に
相
手
方

を
決
定
し
、
12
月
に
契
約
締
結
す

る
予
定
。

―

　
公
募
期
間
中
に
事
業
者
側
か

ら
応
募
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

―

　
委
託
予
算
や
委
託
期
間
の
条

件
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
令
和
４
年
度
は
単
年
契
約
に
な

る
が
、
翌
年
度
か
ら
は
１
者
随
意

契
約
で
委
託
し
て
い
き
た
い
。

―

　
令
和
４
年
、
５
年
度
と
そ
れ

ぞ
れ
単
年
度
の
契
約
で
ど
う
な
の

か
。

―

　
近
隣
自
治
体
で
も
単
年
度
の

契
約
を
し
て
い
る
。
本
村
で
は
、

令
和
４
年
・
５
年
度
を
単
年
度
契

約
を
行
い
、
３
か
年
で
の
契
約
が

で
き
る
か
を
見
据
え
検
討
す
る
。

委託の趣旨
○村直営から民間委託へ
○委託契約のための補正額は2,200万円
○契約方式はプロポーザル方式（※）

主

　な

　質

　疑

答 問

答 問答 問

答 問答 問

　目的に対する企画を提案してもらい、
優れた提案を行った者を選定すること。

※プロポーザル方式

事業の経緯
・平成18年度、村直営型で地域包括支援センター設置
・小規模自治体の例外基準を適応してきた
・専従ではなく兼務で、業務を絞って運営
・地域包括支援センターに求められる役割の増大

地域包括支援センターの委託について
（介護保険業務）

９月定例会

※

債
務
負
担
行
為

　将
来
に
わ
た
る
経
費
の
支
出
義

務
を
負
う
こ
と
。

全　員
協議会
令和３年
８月20日

第190号（令和３年10月28日） おおひら議会だより （10）



一般
質問

質問者一覧表

6名の議員が登壇
佐々木　春　樹
•五反田開発は進んでいるのか

石　川　　　敏
•農業の担い手確保への支援策を

小　川　克　也
•スポーツの力で村を元気に

赤　間　しづ江
•新型コロナ禍の災害対策の取り組みは
•原発事故における避難民を受け入れる本村の役割は

文　屋　裕　男
•万葉おおひら館の営業の実態について問う

小　川　ひろみ
•国民健康保険税の仮算定・納税貯蓄組合のあり方は
•森林環境整備基金の有効活用を
•パークゴルフ村民一般開放のあり方は

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

　新型コロナウイルス感染症対策
のため議場での傍聴は、人数制限
をしております。入場の際にはマ
スクの着用をお願いします。

次の定例会は

12月１日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

（13） おおひら議会だより 第190号（令和３年10月28日）

同意第　2号　大衡村教育委員会教育長の任命について

同意第　3号　 大衡村教育委員会教育委員の任命について

議案第38号　 大衡村個人情報保護条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第39号　 大衡村印鑑の登録及び証明に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第40号　 行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

議案第41号　 大衡村手数料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第42号　 村民体育施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

議案第43号　 令和２年度万葉クリエートパーク遊具更新工
事（その２）の請負契約の変更について

議案第44号　 令和３年度大衡村一般会計予算の補正につい
て

議案第45号　 令和３年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正について

議案第46号　 令和３年度大衡村下水道事業特別会計予算の
補正について

議案第47号　 令和３年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正について

議案第48号　 令和３年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正について

議案第49号　 令和３年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正について

議案第50号　 令和３年度水道事業会計予算の補正について

報告第　5号　放棄した債権の報告について

報告第　6号　放棄した債権の報告について

報告第　7号　 健全化判断比率並びに資金不足比率の状況に
ついて

認定第　1号　 令和２年度大衡村一般会計歳入歳出決算認定
について

認定第　2号　 令和２年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第　3号　 令和２年度大衡村下水道事業特別会計歳入歳
出決算認定について

認定第　4号　 令和２年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第　5号　 令和２年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計歳入歳出決算認定について

認定第　6号　 令和２年度大衡村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について

認定第　7号　 令和２年度大衡村水道事業会計決算認定につ
いて

発議第　2号　 「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地
方税財源の充実を求める意見書」の提出につ
いて

議案第51号　 令和３年度大衡村一般会計予算の補正につい
て

令和３年９月定例会提出議案 27件令和３年９月定例会提出議案 27件

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇採決状況表◇

議決結果

(賛成:反対)

同意第２号

同意第３号

議案第38～46号

議案第47号

議案第48～51号

報告第５～７号

認定第１～７号

発議第２号

同意( 7:4)

同意(11:0)

可決(11:0)

可決(10:1)

可決(11:0)

報告は採決しない

認定(11:0)

可決(11:0)

　ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

細
川

　運
一

佐
藤

　
　貢

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

赤
間
し
づ
江

小
川
ひ
ろ
み

石
川

　
　敏

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

議員名

議　案

無　記　名　投　票
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農業担い手への支援を

　
農
家
数
や
農
業
従
事
者
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
働
き
手

の
75
％
が
60
歳
以
上
で
あ
り
、

10
年
後
に
は
働
き
手
が
い
な
く

な
る
。

　
行
政
と
し
て
も
農
地
の
集
積

や
働
き
手
の
確
保
策
を
考
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
村
内
農
地
１
３
２
０
ha
の
内

７
１
４
ha
が
、
農
業
委
員
会
の

あ
っ
せ
ん
や
県
の
中
間
管
理
機

構
を
通
じ
て
、
大
規
模
農
家
や

農
業
生
産
組
合
、
法
人
に
集
積

さ
れ
て
い
る
。

　

　
農
業
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地

や
水
路
の
維
持
保
全
の
た
め
、

村
内
で
10
地
区
に
農
地
保
全
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
３
地
区

が
未
設
置
で
あ
る
が
今
後
の
状

況
は
。

　
今
年
度
内
に
衡
中
と
衡
中
北

地
区
で
合
同
の
１
組
織
と
し
て

保
全
会
を
設
立
す
る
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
未
設
置
は
駒

場
地
区
だ
け
と
な
る
。

　
村
の
農
業
関
係
事
業
は
従
来

か
ら
の
補
助
事
業
も
多
く
、
個

人
農
家
を
対
象
と
し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
生
産
組
合
や
農
業
法
人
を
支

援
す
る
事
業
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　　
村
の
事
業
は
個
人
農
家
を
対

象
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の

は
否
め
な
い
。

　
大
規
模
な
農
業
組
織
に
は
国

や
県
の
補
助
事
業
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
支

援
は
し
て
い
る
。

　
農
業
収
入
を
補
て
ん
す
る
制

度
と
し
て
「
農
業
経
営
収
入
保

険
」
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

　
加
入
者
が
負
担
す
る
保
険
料

の
一
部
を
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
財
源
と
し
て
補
助
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
村
で
も

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
村
の
農
業
関
係
事
業
は
従
来

か
ら
の
補
助
事
業
も
多
く
、
個

人
農
家
を
対
象
と
し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
生
産
組
合
や
農
業
法
人
を
支

援
す
る
事
業
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　　
村
の
事
業
は
個
人
農
家
を
対

象
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の

は
否
め
な
い
。

　
大
規
模
な
農
業
組
織
に
は
国

や
県
の
補
助
事
業
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
支

援
は
し
て
い
る
。

　
農
業
収
入
を
補
て
ん
す
る
制

度
と
し
て
「
農
業
経
営
収
入
保

険
」
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

　
加
入
者
が
負
担
す
る
保
険
料

の
一
部
を
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
財
源
と
し
て
補
助
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
村
で
も

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
収
入
保
険
は
青
色
申
告
者
が

対
象
で
あ
り
、
村
内
で
は
12
件

の
農
家
及
び
農
業
生
産
法
人
が

加
入
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
が
保
険
料
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
こ
と
は
初

め
て
聞
い
た
。
保
険
制
度
の
詳

細
や
全
国
の
自
治
体
の
実
態
を

確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
農
業
施
策
は
個
別
ご
と
で
な

く
、
発
想
を
転
換
し
、
総
合
事

業
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
再
編
成

し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

柔
軟
に
予
算
執
行
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
農
家
の
ニ
ー
ズ
が
ど
う
い
う

も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
農
業
者

側
か
ら
具
体
的
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
事
業
内
容
や
制
度
を
点
検
し
、

改
善
で
き
る
も
の
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般質問 村政を問う

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 
産
業
振
興
課
長

 

議
　員

 

村
　長

 

産
業
振
興
課
長

 

議
　員

 

産
業
振
興
課
長

 

村
　長

石川　　敏 議員

事業内容を点検し改善をはかっていく
農家の意向に沿った施策の再編を
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五反田地区開発予定区域

五反田運動広場

国
道
４
５
７
号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

で
、
行
事
等
中
止
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
は
あ
る
が
、
事
業
計

画
は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
五
反
田
地
区
開
発
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

　　
開
発
に
関
心
の
あ
る
民
間
業

者
の
情
報
を
収
集
し
、
事
業
化

の
誘
導
を
図
っ
て
い
る
。

　
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
賛

成
意
見
が
大
半
で
あ
り
、
ス
ピ

ー
ド
感
の
あ
る
誘
導
に
努
め
て

い
く
。

　
五
反
田
北
住
宅
一
号
棟
に
つ

い
て
、
建
物
を
含
め
ど
う
な
る

の
か
。

　
令
和
６
年
３
月
末
を
期
限
に

転
居
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
単
純
撤

去
も
補
助
対
象
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
撤
去
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
住
宅
団
地
整
備
等
も

含
め
有
効
的
な
活
用
を
検
討
し

た
い
。

　
五
反
田
運
動
広
場
の
整
備
が

進
ま
な
い
理
由
は
何
か
。

　
補
正
予
算
可
決
後
、
補
助
金

交
付
申
請
を
し
た
が
、
防
衛
局

か
ら
の
交
付
決
定
ま
で
時
間
を

要
し
た
。

　
集
会
所
付
近
の
水
は
け
は
改

善
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
だ
、

整
備
途
中
な
の
か
。

　
公
園
整
備
と
合
わ
せ
新
た
な

水
路
を
整
備
し
た
が
、
浸
水
が

確
認
さ
れ
た
。
対
策
と
し
て
、

新
設
水
路
へ
の
流
量
調
整
措
置

を
講
じ
た
。

　
今
後
も
状
況
確
認
を
し
改
善

し
て
い
く
。

　
県
道
大
衡
仙
台
線
は
こ
れ
か

ら
吉
岡
西
部
に
延
伸
さ
れ
る
。

早
急
に
市
街
化
計
画
を
打
ち
出

さ
な
い
と
、
出
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
早
期
に
開
発
計
画
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
民
間
開
発
誘
導
と
合
わ
せ
、

開
発
区
域
の
基
幹
道
路
整
備
も

含
め
最
重
要
拠
点
と
位
置
付
け

取
り
組
む
。

　
開
発
区
域
内
の
情
報
を
随
時

発
信
し
、
民
間
誘
導
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
。

　
基
幹
道
路
整
備
や
、
現
状
等

情
報
提
供
し
、
誘
導
が
よ
り
進

む
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

都
市
建
設
課
長

佐々木春樹 議員

最重要拠点と位置付け進める
五反田開発は進んでいるのか

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員
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職員による段ボールベッドの組立訓練

　
避
難
所
の
開
設
、
運
営
に
あ

た
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
上
、

特
に
留
意
し
て
い
る
事
は
何
か
。

　
感
染
予
防
の
基
本
的
事
項
を

明
記
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
追
加
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
昨

年
策
定
し
て
い
る
。
避
難
所
の

レ
イ
ア
ウ
ト
や
受
付
の
対
応
、

な
ど
３
密
を
さ
け
る
た
め
、
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
職
員
対
象
の
避

難
所
設
置
訓
練
も
実
施
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
新
た
に
追
加

し
た
備
蓄
品
は
。

　
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
仕
切
り

用
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
、
非
接
触
型
体
温
計
、

感
染
防
護
服
セ
ッ
ト
な
ど
を
備

え
、
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

し
て
い
る
。

　
備
蓄
品
の
中
で
期
限
が
迫
っ

て
い
る
も
の
、
経
年
劣
化
に
よ

る
入
れ
替
え
な
ど
適
宜
行
っ
て

い
る
の
か
。
　

　
コ
ロ
ナ
発
生
以
前
か
ら
、
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
入

れ
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
缶
入

り
パ
ン
の
小
中
学
校
へ
の
配
布

な
ど
、
防
災
教
育
の
一
環
と
し

て
も
活
用
し
て
い
る
。

　
備
蓄
品
の
中
で
期
限
が
迫
っ

て
い
る
も
の
、
経
年
劣
化
に
よ

る
入
れ
替
え
な
ど
適
宜
行
っ
て

い
る
の
か
。
　

　
コ
ロ
ナ
発
生
以
前
か
ら
、
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
入

れ
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
缶
入

り
パ
ン
の
小
中
学
校
へ
の
配
布

な
ど
、
防
災
教
育
の
一
環
と
し

て
も
活
用
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た※

「
生
理
の
貧
困
」
問
題
に
つ
い

て
、
村
と
し
て
状
況
調
査
や
検

討
が
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
ど
う

取
り
組
む
考
え
か
。

　
様
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
女
性
に

や
さ
し
い
支
援
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

　
女
川
原
発
事
故
を
想
定
し
、

県
な
ど
が
策
定
し
た
避
難
計
画

で
は
、
30
キ
ロ
圏
内
７
市
町
の

住
民
約
20
万
人
が
県
内
31
市
町

村
へ
避
難
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
本
村

の
場
合
、
避
難
元
、
人
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
石
巻
市
蛇
田
地
区
の
住
民
、

最
大
２
４
０
０
人
を
受
け
入
れ

る
協
定
を
、
平
成
29
年
に
石
巻

市
と
締
結
し
て
い
る
。

　
村
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

責
任
も
あ
る
の
で
、
的
確
な
情

報
収
集
と
村
民
へ
の
周
知
を
し

っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 
議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

赤間しづ江 議員

万全の対策で感染を予防
新型コロナ禍の災害対策の取り組みは

※

「
生
理
の
貧
困
」

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
生
理

用
品
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
こ
と
。

 

議
　員

 

村
　長

原
発
事
故
想
定
の
避
難
計
画

　
　
　
　
　大
衡
村
の
役
割
は

石
巻
市
民
２
４
０
０
人
を
受
け
入
れ
る

へ
び
た
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日本トップリーグで戦うトヨタ自動車東日本ハンドボール部

　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
希
薄
化
し

つ
つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
性
化
さ
せ
る
力
が
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
親
し

め
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
は
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
本
年
度

の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
全
て

中
止
に
し
た
。
今
後
も
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
を
高
め
て
い

き
た
い
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は

中
止
が
決
定
し
て
い
る
が
、
規

模
縮
小
や
延
期
で
開
催
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
今
の
段
階
で
開
催
は
考
え
て

い
な
い
。

　
今
後
は
中
止
に
で
は
な
く
状

況
を
考
え
な
が
ら
工
夫
し
て
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
。
　

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
は
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

　
体
育
施
設
の
将
来
像
を
ど
の

よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

　
体
育
施
設
の
整
備
は
当
面
の

間
予
定
は
な
い
が
、
村
民
が
利

用
し
や
す
い
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
く
。
　

　
現
在
、
村
民
体
育
館
に
テ
ニ

ス
用
の
支
柱
が
な
く
、
簡
易
ネ

ッ
ト
を
使
用
し
て
い
る
が
、
支

柱
受
け
基
礎
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
村
民
体
育
館
は
多
く
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
は
難
し
い
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

る
。

　
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
戦
っ

て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
、
村
を
あ

げ
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
で
、

企
業
と
住
民
が
強
い
つ
な
が
り

で
結
ば
れ
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
は
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　
本
村
の
企
業
チ
ー
ム
で
も
あ

り
、
応
援
し
て
い
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

一般質問村政を問う

小川　克也 議員

コミュニティスポーツを高めていく
スポーツの力で村を元気に

 

教
育
長

 

議
　員

 

教
育
長

 

議
　員

 

教
育
長

 

議
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教
育
長
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　長

 

議
　員

 

教
育
長

 

議
　員
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「
仮
算
定
を
無
く
す
こ
と
で
、

税
の
仕
組
み
が
分
か
り
や
す
く

な
り
、
納
期
に
よ
っ
て
の
税
額

に
大
幅
な
増
減
が
防
げ
る
。
ま

た
納
税
貯
蓄
組
合
の
今
後
の
あ

り
方
を
総
会
に
お
い
て
、
意
見

を
聞
き
検
討
す
る
」
と
村
長
は

前
回
の
質
問
で
答
弁
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
で
た

の
か
。

　
意
見
は
で
な
か
っ
た
が
、
仮

算
定
廃
止
に
つ
い
て
は
事
務
処

理
の
簡
素
化
に
つ
な
が
る
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
は
様
々
な
環

境
の
変
化
等
で
、
今
後
解
散
す

る
組
合
が
出
て
く
る
予
想
も
あ

る
。

　
事
務
処
理
の
見
直
し
は
、
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
今
後
必
要

で
あ
る
。
納
税
貯
蓄
組
合
加
入

状
況
は
年
々
減
少
し
、
組
合
納

付
割
合
は
10
・
５
％
で
あ
る
。

　
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
推
移
を
見
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
今
年
４
月
か
ら
月
１
回
村
民

無
料
開
放
を
し
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
が
午
前
の
利
用
で
あ
る
。

午
前
だ
け
の
開
放
に
し
て
、
月

２
回
に
で
き
な
い
か
。

　
無
料
開
放
は
大
変
好
評
で
あ

る
。午
前
の
み
で
も
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
月
２
回
に
で
き
な
い
か
を
含

め
、
今
後
指
定
管
理
者
と
協
議

し
て
検
討
す
る
。

ナイスショット！

　
森
林
経
営
管
理
の
意
向
調
査

を
す
る
時
期
に
来
て
い
る
が
。

　
意
向
調
査
を
す
る
前
に
森
林

を
区
域
に
分
け
、
調
査
実
施
の

優
先
順
位
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
今
年
度
に
準
備
業
務
と
し
て

約
５
０
０
万
円
の
委
託
料
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
竹
林
の
荒
廃
が
目
立
っ
て
い

る
。

　
樹
木
粉
砕
機
の
利
用
状
況
を

見
る
と
、
年
間
を
通
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
１
台
増
や
せ
な

い
か
。

　
利
用
状
況
を
踏
ま
え
前
向
き

に
検
討
す
る
。

一般質問 村政を問う

小川ひろみ 議員

推移を見ながら、慎重に検討

国民健康保険税の仮算定・　　　
　　　　納税貯蓄組合のあり方は

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
村
民
一
般
開
放
の
あ
り
方
は

優
先
順
位
を
決
定
し
調
査
を
実
施

森
林
環
境
整
備
基
金
の
有
効
活
用
を
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　長

 

村
　長
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万葉おおひら館内地場産品コーナー

　
令
和
元
年
よ
り
政
府
の
働
き

方
改
革
に
よ
り
、
水
曜
日
を
定

休
日
と
し
、
有
給
休
暇
５
日
以

上
取
得
義
務
化
さ
れ
た
。
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等

で
来
館
者
が
減
少
し
、
売
り
上

げ
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
聞
く

が
実
態
は
。

　
令
和
元
年
度
、
２
年
度
の
売

り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

は
、
報
告
書
に
よ
り
承
知
し
て

い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
赤
字
幅
が
大

き
く
な
り
会
社
の
存
続
が
厳
し

く
な
る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
る
。

　
村
と
し
て
赤
字
補
て
ん
の
考

え
は
あ
る
か
。
　

　
指
定
管
理
者
に
お
い
て
事
業

の
総
点
検
を
実
施
し
、
経
営
継

続
の
た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
規

模
縮
小
等
の
徹
底
し
た
事
業
見

直
し
を
行
う
等
、
自
助
努
力
を

求
め
た
い
。
そ
の
う
え
で
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
指
定
管
理
者
か
ら
の
要
望
で

高
圧
受
電
施
設
改
修
工
事
、
エ

ア
コ
ン
増
設
工
事
等
施
設
の
充

実
を
村
で
支
援
し
て
い
る
。

　
当
初
指
定
管
理
料
を
０
円
に

し
た
理
由
と
根
拠
は
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
料
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
か
。
　

　
指
定
管
理
期
間
を
15
年
と
設

定
し
た
。
村
で
備
品
に
対
し
て

補
助
を
し
、
売
り
上
げ
や
手
数

料
は
指
定
管
理
者
の
収
入
に
す

る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
当
初

は
赤
字
で
も
後
年
度
に
黒
字
が

見
込
め
る
と
の
試
算
か
ら
０
円

に
し
た
。

　
契
約
期
間
中
の
指
定
管
理
料

の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
オ
ー
プ
ン
時
に
は
備
品
の
リ

ー
ス
料
を
補
助
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
同
様
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
事
業
拡
大
で
導
入
し
た
備
品

等
も
あ
り
、
精
査
し
た
う
え
で

検
討
し
て
い
く
。

　
そ
り
す
べ
り
ゲ
レ
ン
デ
が
工

事
中
の
た
め
、
万
葉
お
お
ひ
ら

館
の
客
足
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
。

　
休
日
は
駐
車
場
が
満
杯
に
な

っ
て
い
た
が
、
工
事
中
は
閑
散

と
し
て
い
る
。
お
お
ひ
ら
館
の

減
収
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
も
具

体
的
に
考
え
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
る
。
　

一般質問村政を問う

文屋　裕男 議員

新型コロナウイルスの影響で
売り上げが減少している

万葉おおひら館の営業実態は
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大衡児童館

利用者が触れる個所の消毒徹底と腐食が目立つ玄関外部柱の塗装補修が必要である。また、児童館南側山
林の活用のあり方について、指定管理者側から意見が出された。

①予約受付センタ－へ電話予約する。
②予約日当日、迎えに来たデマンド交通車両に
乗車する。
③他の利用者と乗り合って移動し、順番に目的
地で降りる。

試験運行の事業概要と会計年度任用職員の公募に
ついて、住民への周知が必要である。

委員会Reportレポート

児童館運営
◎利用状況

◎新型コロナウイルス感染対策

◎時刻表（案）

◎調査を終えての所感・意見

◎利用方法

◎調査を終えての所感・意見

令和３年度利用登録児童数　130人

新地域交通システム［デマンド型交通］

館内、共用部消毒

換気
検温
手指消毒
マスク着用

１日２回～４回
土曜日等朝から来館の日は４回
窓の常時開放  

来館者全員、徹底し実施

利用者数区　分 児童利用数
32,235人
31,191人
17,733人

33,206人
32,035人
17,879人

子育て支援
971人
844人
146人

10:00
13:30
15:30

第２便
第４便
第６便

8:50
11:00
14:30

大衡村→指定目的地（上り）
第１便
第３便
第５便

指定目的地→大衡村（下り）

◎試験運行事業概要
令和３年10月１日（金）
自由経路ドアツ－ドア型　　自宅→指定目的地　指定目的地→自宅
村民のみ（高校生以下不可）
無償（登録費は一人1,000円）
東地区：月曜日・木曜日　　西地区：火曜日・金曜日
定員８人乗りワゴン車　１台で運行開始（利用状況により増車）
公共施設等：８か所　医療機関：21か所　商業施設：７か所
金融機関等：５か所　その他施設：２か所　合計：村内外43か所
運転手及びオペレ－タ－は会計年度任用職員（公募）

試験運行開始日
運 行 方 式
対 象 者
運 賃
運 行 日
運 行 車 両

目 的 地

従 事 職 員

平成30年度
令和元年度
令和２年度

調査年月日：令和３年８月５日

総務民生

第190号（令和３年10月28日）（21） おおひら議会だより

工事中のそりすべり

コンビニでマイナンバーカードを用いて印鑑証明書の交付を受けることが
できる条文を加える

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例

行政手続きにおけるマイナンバーカードの再発行手数料削除と取得された
際の交付手数料を定める

法律の改正に伴い一部運用・字句を修正する

大衡村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

法律の改正に伴い一部運用・字句を修正する

村民体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

テニスコートの一部が国道４号で買収され使用できなくなるので削除する

大衡村手数料徴収条例の一部を改正する条例

条 例 名

改正内容

条 例 名

改正内容

条 例 名

改正内容

条 例 名

改正内容

条 例 名

改正内容

大衡村個人情報保護条例の一部を改正する条例

万葉クリエートパーク遊具更新工事

条例
制定

契約
変更

選任
同意

変更前

そりすべり（子どもゲレンデ） 

人工芝張替え(追加）

899㎡

424㎡

7,304万円

900㎡

656㎡

8,222万円

変更後

改正される条例と変更内容

施 工 遊 具

変 更 内 容

滑走部面積

周辺部面積

契 約 金 額

任
期

教 育 長

教育委員

Ｒ３.10.１～Ｒ６.９.30（３年）

Ｒ３.10.１～Ｒ７.９.30（４年） 教育委員
齋藤さと子 氏
賛成11：反対０

大衡村教育委員会教育長、教育委員を選任することにつ
いて、議会の同意を求められ、無記名投票（教育長）と起
立採決（教育委員）による採決の結果、同意しました。

教育長・教育委員の選任教育長・教育委員の選任

教育長
齋藤　　浩 氏
賛成７：反対４
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議場での研修会

●議会タブレット端末運用規程に定める事項の内容を確認し、タブレット端末の貸与を受けた。
●操作研修会を開催し、基本操作の方法や実際の議会での事例を交えて実施した。
●タブレット端末の活用により、令和４年９月ペーパーレス運用開始に向けて準備していきたい。

R委員会
◎特別委員会の開催状況

◎調査を終えての所感・意見

タブレット運用規程案作成
議会会期設定の検討

タブレット運用規程確認及び受領
タブレット操作研修会

タブレット操作研修会

Ｒ３. 5 .12

Ｒ３. 8 .11

Ｒ３. 8 .25

開催日 内　容

議会活性化
特別委員会

タブレット運用開始

村内で活動している団体の皆様と議会議員との気軽な懇談会をします。
住みよい地域づくりを目指し、地域の課題を共に考えてみませんか。
懇談を希望されるグループは、議会事務局までご連絡をお願いします。

〈企画内容〉
〇対象は概ね５～６名程度のグループとし、
議員もほぼ同じ人数での意見交換。
〇会場は平林会館・公民館などを予定。

議会とお気軽こん談会をしませんか！

大衡村議会事務局
ＴＥＬ：022－345－6030　　　
ＦＡＸ：022－341－2445　　　
メール：gikai@village.ohira.miyagi.jp
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イノシシ防止電気柵（大瓜上）

撤去前の大衡小学校遊具

戸口配水池

イノシシによる農地、農作物の被害は村内全域へ年々拡大している。イノシシの被害防止対策は、出没状
況を適切に把握し、ワイヤーメッシュ柵の設置や電気柵の共同設置など、村内の全体計画のもとに効率的な
対策を図られたい。

雨漏り箇所の確認は困難なこともあり、屋上の防水工事は工法
等詳細を検討のうえ、効果的な改修工事を実施されたい。

講堂は、ステージ舞台装置の改修を３年次計画で予定している。

校庭の遊具８基の撤去更新工事を発注済み。
　・工事請負額　1,078万円
　・工 事 期 間　R３.７.12 ～ R３.９.30

水道施設は、毎年保守点検のうえ補修工事を行っているが、相
当の年数が経過しており、水道管の老朽化のため漏水による有収
率が低下している。

施設の長寿命化計画により年次的な改修工事を進められたい。

配 　 水 　 池 ▶ ４か所（戸口第１・第２、衡東、平場）
中継ポンプ場 ▶ ２か所（東沢、衡東）
加圧ポンプ場 ▶ ３か所（中山、宮沢、東沼田）
配 水 管 延 長 ▶ 127km

Reportレポート委員会
イノシシ対策

◎調査を終えての所感・意見

◎大衡中学校

◎大衡小学校

教育施設の管理

上水道施設の管理

調査年月日：令和３年８月４日

産業教育

捕獲頭数
狩猟免許取得者数
電気柵設置補助件数
くくりわな購入数
ワイヤーメッシュ柵
ほかパト子機台数

H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

（Ｒ３.７月末現在）

◎調査を終えての所感・意見

24
14
4
52
ー
ー
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0
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8

7.3㎞
ー
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4
14
340

13.4㎞
ー

94
1
23
112
ー
ー

88
2
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95
ー
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26
0
34
0

15.0㎞
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僕
の
将
来
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
社
会
人
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
こ

と
で
す
。
僕
は
現
在
ま
で
七
年
間
、

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
様
々
な
試

合
を
観
戦
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
平
日
は
仕
事
を

し
て
い
て
、
夜
の
空
い
て
い
る
時

間
に
練
習
を
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
週
末
は
選
手
と
し
て
最
大

限
の
力
を
発
揮
し
て
プ
レ
ー
し
て

い
る
社
会
人
リ
ー
グ
の
選
手
の
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
社
会
人
リ
ー
グ
の
選
手

を
目
指
し
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
食
事
管
理
な
ど
、
出
来
る
こ

と
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
救
急
救

命
士
で
す
。

　
以
前
、
テ
レ
ビ
で
救
急
救
命
士

が
火
災
現
場
か
ら
重
傷
の
人
を
助

け
出
し
て
い
る
映
像
を
見
ま
し
た
。

人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
達
成

感
に
あ
ふ
れ
た
顔
が
格
好
良
か
っ

た
で
す
。
そ
こ
で
初
め
て
救
急
救

命
士
と
い
う
仕
事
を
知
り
ま
し
た
。

　
親
に
そ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
９
月
９
日
（
救
急
の
日
）
生
ま

れ
だ
か
ら
救
急
救
命
士
に
な
っ
た

ら
。」
と
す
す
め
ら
れ
、
救
急
救

命
士
を
志
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
救
急
救
命
士
に
な
っ
た
ら
、

ぼ
く
も
た
く
さ
ん
の
人
を
救
い
た

い
で
す
。

輝 く村びと

今
年
も
収
穫
の
秋
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
き
な

災
害
も
な
く
無
事
経
過
し
た

こ
と
に
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
に
収
束
が
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
村
民

の
皆
さ
ま
と
接
す
る
機
会
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
分
か
り
や
す
く
、
親
し

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
感
想
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤

　
　貢

大衡小学校　６年

始
ま
り
は
さ
だ
か
で
は
な
く
、

気
が
付
け
ば
も
う
40
年
に
。
若
妻

会
や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
、
地
区
行

事
な
ど
を
経
て
旅
行
目
的
で
結
成

さ
れ
た
「
仲
良
し
親
和
会
」
で
す
。

会
員
は
８
名
で
代
表
者
を
置
か

ず
、
積
立
集
金
の
た
め
の
月
一
茶

飲
み
会
も
当
番
制
で
準
備
し
、
一

人
あ
た
り
五
百
円
前
後
の
飲
食
物

を
前
に
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、

会
員
宅
離
れ
に
集
い
談
笑
の
毎
月

で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
家
族
の

介
護
や
入
院
、
私
達
自
身
の
体
の

不
調
な
ど
も
あ
り
全
員
で
の
旅
行

も
で
き
な
く
、
外
食
ラ
ン
チ
や
弁

当
を
準
備
し
て
の
茶
飲
み
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
そ
れ
も
ま
ま

な
ら
ず
、
積
立
だ
け
を
続
け
「
早

く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
近
場
で
も

良
い
か
ら
一
泊
し
た
い
ね
。」
な

ど
と
話
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

貯
ま
る
ば
か
り
の
積
立
金
を
、

定
期
的
に
お
小
遣
い
と
し
て
分
配

し
な
が
ら
、
前
を
向
い
て
生
き
る

逞
し
い
仲
良
し
お
ば
ち
ゃ
ん
集
団

で
す
。

大
衡
村
議
会

　
　広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

広
報
分
科
会

会

　
　長

副
会
長

委

　
　員
〃

　

〃

　

発
行
責
任
者

議

　
　長

小
川
ひ
ろ
み

佐
藤

　
　貢

赤
間
し
づ
江

小
川

　克
也

佐
野

　英
俊

石
川

　
　敏

細
川

　運
一

サ
ッ
カ
ー
選
手
に

救
急
救
命
士
に

ワクチン接種し久々の茶飲み会

強
い
絆
で
結
ば
れ
て

は
や
さ
か
　
　と
よ
　こ
　

　
　

奥
田
地
区
「
仲
良
し
親
和
会
」
　早
坂
　豊
子
さ
ん

小川　元暉　さん

　お　がわ　　げん　き

No.190

あ
と

 
 

が
き

たかはし　　　り　く

髙橋　凌玖　さん
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